
別紙 
いままでの経過報告と今後の展望 
（経過報告） 
会員数 現在４１１名 うち理事・監事が２０名 
             評議員が２６名 
             顧問１名，国外顧問５名 
     医師      ３３５ 
     歯科医      ２９ 
     薬剤師       ８ 
     看護師・保健師   ８ 
     弁護士       ２ 
     その他      ２９ 
各種委員会 ４２ 
 禁煙指導者養成委員会      ＊作田・高橋・栗岡 
 広報委員会           ＊清水＊山岡＊野上 
  ＨＰ     ５８０００ヒット 
  ＭＬ(quit)  ２４２００ 
  同報通信 
 編集委員会            清水・山岡・作田 
 次期京都学会を成功させるＰ   ＊栗岡 
 禁煙教育・喫煙防止教育委員会  ＊平間・薗・山本 
 スポーツプロジェクト      ＊高橋 
 禁煙治療と支援委員会      ＊山本・薗 
 国際協力委員会         ＊薗 
 禁煙文献翻訳プロジェクト    ＊松崎 
 ＦＣＴＣ監視委員会       ＊野上・黒木・山岡 
 受動喫煙防止委員会       ＊松崎 
 事業所禁煙対策委員会      ＊秦・薗 
 ヘルスチェックプロジェクト   ＊松崎 
 都道府県喫煙対策評価委員会   ＊山岡 
 タバコ自販機問題委員会     ＊大橋 
 タバコ病訴訟対策委員会     ＊黒木・平間・津田 
 これでタバコをやめられたコンテスト ＊作田，野上，黒木 
 
受動喫煙診断医療機関        １５施設 
禁煙治療に保険が使える医療機関 ２２００施設 



禁煙治療をしている医療機関   約１万 
 
各種の提言 
 １．認知症及び介護施設入居者の喫煙に関する法的禁止措置のお願い 
 ２．ニコチンパッチの保険適用を求める提言  ＊ 
 ３．ＦＣＴＣ国内実行ガイドを受けての提言 
 ４．屋外における受動喫煙防止に関する見解と提言 ＊（各地に） 
 ５．神奈中ハイヤー受動喫煙訴訟判決に対する見解と提言 
 ６．ＦＣＴＣ遵守のお願い 
 ７．ＦＣＴＣ違反のＪＴ喫煙マナー向上キャンペーン「生協の白石さん編」の中止

を求める 
              ＊ 
 ８．漫画・テレビアニメ「ＮＡＮＡ」の喫煙描写に対する抗議文 
 ９．タバコ会社のファンド・助成金に関する声明と提言 
 
（今後の展望） 
１．当面は１０００人の会員をめざし，専門医を宣伝できるようにしたい． 
２．これでタバコをやめられたコンテストの結果発表（８月２３日） 
３．喫煙と禁煙の医療を出版（１月） 
３．来年２月１０～１２日に京都で医師連盟と合同の総会 
４．エビデンスにもとづくアドボケート，キャンペーンをおこなう 
５．ＦＣＴＣ違反を監視して，しっかりと守らせていく 
  日本禁煙学会がいつも目を光らせているということが彼らにとって大きなプレッ 
シャーとなることと思う． 
６．各地で禁煙講習会．認定医・専門医を認定 
７．来年１０月の台湾におけるAPACTに出席し，報告する 
 


